
　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
危
機
の
中
、

感
染
や
暮
ら
し
に
対
す
る

不
安
を
取
り
除
く
の
が
政

治
の
役
割
だ
。
医
療
も
政

治
も
経
験
し
た
自
分
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事

だ
」
―
―
。
小
松
ゆ
た
か

候
補
の
訴
え
は
日
増
し
に

熱
を
帯
び
、
幅
広
い
有
権

者
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

　

選
挙
戦
の
最
大
の
争
点

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
だ
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束

に
向
け
て
、
小
松
候
補
に

は
医
師
と
衆
院
議
員
２
期

５
年
の
実
績
を
生
か
し
、

政
治
と
医
療
現
場
の
懸
け

橋
と
な
る
こ
と
が
強
く
期

待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
一
昨
年
の
台
風

19
号
災
害
で
は
長
野
県
内

で
甚
大
な
被
害
が
生
じ

た
。
小
松
候
補
は
被
災
地

の
復
興
に
力
を
入
れ
る
と

主
張
。
「
責
任
あ
る
政
治

を
行
っ
て
い
る
自
公
連
立

政
権
で
、
命
を
守
る
国
土

強
靱
化
を
進
め
る
」
と
声

を
張
り
上
げ
て
い
る
。

　

選
挙
の
結
果
は
、
投
票

箱
の
フ
タ
が
閉
ま
る
ま
で

分
か
ら
な
い
。
残
り
数
日

と
な
っ
た
選
挙
戦
で
党

員
・
党
友
の
総
力
を
最
終

最
後
ま
で
結
集
し
、
小
松

候
補
へ
の
支
援
の
輪
を
ど

れ
だ
け
広
げ
ら
れ
る
か
が

勝
敗
の
鍵
を
握
る
。
小
松

候
補
は
ふ
る
さ
と
信
州
へ

の
思
い
を
胸
に
、
選
挙
戦

を
全
力
で
戦
い
抜
く
。

　

今
国
会
初
め
て
と
な
る
衆
院
憲
法
審
査
会
が
４
月
15
日

開
か
れ
、
平
成
30
年
か
ら
８
国
会
に
わ
た
っ
て
継
続
審
議

と
な
っ
て
い
る
国
民
投
票
法
改
正
案
の
質
疑
と
自
由
討
議

を
行
っ
た
。
会
期
中
の
成
立
を
目
指
す
わ
が
党
会
派
か
ら

は
４
議
員
が
発
言
し
、
改
め
て
早
期
採
決
を
求
め
た
。

　

同
法
改
正
案
は
憲
法
改

正
の
是
非
を
問
う
国
民
投

票
の
利
便
性
を
公
職
選
挙

法
の
規
定
に
合
わ
せ
る
も

の
。
昨
年
12
月
、
わ
が
党

と
立
憲
民
主
党
は
今
国
会

で
「
何
ら
か
の
結
論
を
得

る
」
こ
と
で
合
意
。
今
年

の
党
運
動
方
針
で
も
、
こ

の
合
意
を
踏
ま
え
て
早
期

成
立
を
図
る
こ
と
を
再
確

認
し
て
い
る
。

　

質
疑
で
は
、
与
党
筆
頭

幹
事
を
務
め
る
わ
が
党
会

派
の
新
藤
義
孝
議
員
が

「
（
こ
れ
ま
で
の
２
回
に

わ
た
る
質
疑
で
）
す
で
に

議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い

る
。
『
何
ら
か
の
結
論
』

と
は
採
決
を
意
味
す
る
こ

と
で
衆
目
一
致
す
る
と
こ

ろ
だ
」
と
述
べ
、
速
や
か

な
採
決
を
強
く
求
め
た
。

　

新
藤
議
員
の
訴
え
に
公

明
、
維
新
、
国
民
民
主
の

各
会
派
か
ら
も
同
調
す
る

意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
立

憲
側
は
審
議
の
継
続
を
主

張
し
、
こ
の
日
の
採
決
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

参
院
長
野
補
選

小
松
ゆ
た
か

　

「
こ
の
広
島
か
ら
日
本

を
リ
ー
ド
す
る
公
正
な
政

治
と
、
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
経
済
再
生
を
皆
さ
ま
と

一
緒
に
進
め
て
い
き
た

い
」
―
―
。
16
年
勤
め
た

経
済
産
業
省
を
退
職
し
選

挙
戦
に
臨
む
西
田
ひ
で
の

り
候
補
は
、
不
退
転
の
決

意
で
連
日
懸
命
の
訴
え
を

続
け
て
い
る
。

　

西
田
候
補
は
一
昨
年
の

参
院
広
島
選
挙
区
を
巡
る

選
挙
違
反
事
件
を
引
き
合

い
に
、
「
広
島
の
政
治
を

変
え
た
い
と
い
う
多
く
の

県
民
の
思
い
を
一
つ
に
し

た
い
」
と
主
張
。
不
断
の

改
革
を
進
め
る
自
民
党
の

先
頭
に
立
っ
て
、
「
政
治

の
信
頼
回
復
」
に
取
り
組

む
考
え
だ
。

　

一
方
、
今
回
の
再
選
挙

は
「
過
去
を
振
り
向
く
の

で
は
な
く
、
明
日
を
選
び

取
り
未
来
を
つ
く
る
た
め

の
選
挙
」
（
西
田
候
補
）

だ
。
コ
ロ
ナ
対
策
や
広
島

経
済
の
Ｖ
字
回
復
に
向
け

た
経
済
産
業
振
興
の
ほ

か
、
脱
炭
素
や
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
な
ど
政
策
課

題
は
山
積
す
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
「
未

来
へ
の
改
革
」
に
は
、
政

策
通
で
あ
る
西
田
候
補
の

手
腕
が
欠
か
せ
な
い
。

　

選
挙
戦
は
最
後
ま
で
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
戦
い
抜
い
た
候
補

者
が
勝
つ
。
西
田
候
補
は

選
挙
戦
勝
利
へ
今
日
も
懸

命
に
走
り
続
け
る
。

参
院
広
島
再
選
挙

西に
し

田た

ひ
で
の
り
候補

　

続
く
自
由
討
議
で
は
、

新
藤
議
員
が
審
査
会
の
進

め
方
に
つ
い
て
言
及
。

「
憲
法
と
国
民
投
票
法
の

二
つ
を
議
論
す
る
の
が
役

割
だ
」
と
し
て
、
国
民
投

票
法
改
正
案
と
憲
法
改
正

の
議
論
を
同
時
並
行
で
進

め
る
べ
き
と
主
張
し
た
。

　

野
田
毅
議
員
も
「
審
査

会
は
政
治
的
な
こ
と
は
横

へ
置
い
て
、
純
粋
に
憲
法

論
議
を
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
始
ま
っ
た
」
と
強
調

し
、
現
行
憲
法
を
巡
る
問

題
点
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

盛
山
正
仁
議
員
は
「
一

度
も
手
直
し
が
な
い
こ
と

自
体
が
通
常
で
は
な
い
。

国
会
議
員
全
体
の
責
任
で

は
な
い
か
」
と
力
説
。
城

内
実
議
員
は
緊
急
事
態
条

項
な
ど
の
必
要
性
を
訴
え

た
上
で
、
「
国
民
の
目
線

に
立
ち
、
国
民
の
た
め
の

憲
法
改
正
論
議
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
切
に
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。

候補

８国会にわたって継続審議となっている国民投票法
改正案の質疑と自由討議を行った衆院憲法審査会

選
挙
戦
勝
利
へ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

同
時
並
行
で
憲
法
改
正

議
論
求
め
る
声
相
次
ぐ

国民投票法改正案の早期採決を
今
国
会
初
の
衆
院
憲
法
審

わ
が
党
４
議
員
が
訴
え
る
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